
　

小
言
』一
巻
と『
環
碧
斎
詩
集
』三
巻
が
あ
る
。

　

祝
世
禄
の
書
は
現
存
す
る
作
品
が
数
少
な
い
。本
稿
で
扱
う
当
館
所
蔵
の《
草

書
七
言
絶
句
軸
》に
つ
い
て
青
山
杉さ

ん

雨う

氏
は
、
豁か

っ

達た
つ

な
筆
運
び
を
示
し
て
お
り
、

独
自
の
境
地
を
持
っ
た
人
物
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
と
し
、
当
時
の
い
ず

れ
の
系
列
に
も
属
さ
な
い
こ
と
が
、
こ
う
し
た
表
現
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
ろ

う
と
述
べ
る
（
3
）。
ま
た
、
後
世
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
鄱
陽
に
隠
棲
し
た

朱し
ゅ

耷と
う

（
八
大
山
人
・
一
六
二
六
〜
一
七
〇
五
）
の
布
字
と
字
形
を
調
整
す
る
技

術
が
よ
く
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
朱
耷
は
祝
世
禄
の
字
を
倣
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
い
う
説
を
あ
げ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
宮
内
庁
所
蔵
の
双
幅
《
草
書
七
言
絶
句
》（
4
）
や
、
野
村
美
術
館

所
蔵
の
《
七
言
詩
》（
5
）、
兵
庫
県
立
美
術
館
所
蔵
の
《
行
書
五
絶
》（
6
）
な
ど
が

知
ら
れ
る
。
ま
た
、
村
上
三さ

ん

島と
う

記
念
館
（
今
治
市
上
浦
歴
史
民
俗
資
料
館
）
所

蔵
の
《
草
書
五
言
絶
句
》（
7
）
の
書
風
に
つ
い
て
、
村
上
三
島
氏
は
、
日
本
人
の

書
の
中
で
は
三み

輪わ

田だ

米べ
い

山ざ
ん

（
一
八
二
一
〜
一
九
〇
八
）
の
書
に
近
い
と
し
、
重

厚
さ
の
中
に
さ
ら
っ
と
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
と
評
し
て
い
る
。筆
に
つ
い
て
は
、

柔
ら
か
な
毛
の
太
目
の
も
の
を
使
用
し
て
、
ゆ
っ
た
り
横
画
を
き
か
し
て
書
い

た
も
の
で
あ
る
と
推
測
す
る
。
さ
ら
に
、
中
国
歴
史
博
物
館
（
現
在
の
中
国
国

家
博
物
館
）
所
蔵
の《
祝
世
禄
行
書
詩
巻
》は
祝
世
禄
の
数
少
な
い
小
字
作
品
で

あ
る
が
、
そ
の
書
は
二
王
に
溯
源
す
る
と
説
か
れ
る（
8
）。

　

書
風
に
つ
い
て
は
、
当
時
、
江
南
で
文
徴
明
（
一
四
七
〇
〜
一
五
五
九
）
や

董
其
昌
（
一
五
五
五
〜
一
六
三
六
）
の
よ
う
な
繊
細
優
美
な
書
風
が
も
て
は
や

さ
れ
た
の
に
対
し
、
祝
世
禄
は
江
西
と
い
う
遠
隔
の
地
に
生
ま
れ
た
た
め
に
、

法
に
縛
ら
れ
な
い
重
厚
で
筆
力
に
富
ん
だ
大
字
作
品
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と

い
う
、
書
風
形
成
に
地
理
的
な
要
因
を
提
示
す
る
見
方
も
あ
る（
9
）。

　

一
方
、
明
治
期
に
お
け
る
祝
世
禄
の
書
の
受
容
の
一
面
に
関
し
て
は
、
西
嶋

慎
一
氏
の
論（
10
）に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
は
、
山
田
永
年（
一
八
四
四

は
じ
め
に

　

ふ
く
や
ま
書
道
美
術
館
は
、芦
品
郡
駅
家
町（
現
在
の
福
山
市
）出
身
の
書
家・

栗く
り

原は
ら

蘆ろ

水す
い

（
一
九
三
一
〜
二
〇
一
〇
）が
長
年
に
わ
た
り
蒐
集
し
た
書
画
篆
刻
や

文
房
具
な
ど
三
七
五
点
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
受
贈
し
、
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇

三
）に
開
館
し
た
。
そ
の
後
も
度
重
な
る
寄
贈
を
い
た
だ
き（
1
）、令
和
七
年（
二

〇
二
五
）
三
月
現
在
で
、
二
、
二
〇
〇
点
ほ
ど
に
及
ぶ
栗
原
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、

当
館
の
所
蔵
品
の
根
幹
を
成
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
開
館
記
念
展
「
中
国
の

書
画
と
文
房
―
明
清
の
書
の
世
界
―
栗
原
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
」（
2
）
に
お
い
て

も
出
品
し
た
祝

し
ゅ
く

世せ
い

禄ろ
く《
草
書
七
言
絶
句
軸
》（
図
１
）に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

　

祝
世
禄
（
一
五
三
九
〜
一
六
一
〇
）
は
鄱は

陽よ
う

（
江
西
省
）
の
人
。
字
は
延え

ん

之し

、
無む

功こ
う

と
号
し
た
。
万
暦
十
七
年
（
一
五
八
九
）
の
進
士
で
、
万
暦
二
十

三
年
（
一
五
九
五
）
に
は
南
科
給
事
に
考
選
さ
れ
、
の
ち
尚
宝
司
卿
に
任
じ

ら
れ
た
。
陽
明
学
者
と
し
て
名
声
が
あ
り
、
戸
部
尚
書
と
し
て
官
界
で
も

名
を
馳
せ
た
耿

し
ゅ
う

定て
い

向こ
う（
一
五
二
四
〜
一
五
九
七
）に
学
ん
だ
。
著
書
に『
祝
子

明
治
・
大
正
期
の
京
都
に
お
け
る
祝
世
禄
の
書
の
鑑
賞
に
つ
い
て

―
栗
原
コ
レ
ク
シ
ョ
ン《
草
書
七
言
絶
句
軸
》の
付
属
品
を
手
が
か
り
に
―

笠

原

綺

華
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（
図
１
）　	

祝
世
禄《
草
書
七
言
絶
句
軸
》（
ふ
く
や
ま
書
道
美
術
館
蔵
）



〜
一
九
一
三
）が
所
蔵
し
て
い
た
祝
世
禄
の《
祝
世
禄
草
書
五
絶
真
跡
一
幅
》は
、

永
年
の
著
で
あ
る
『
過
眼
余
唱
』
や
『
枕
上
騰
稿
』、『
古
硯
堂
詩
抄
』
の
い
ず
れ

に
も
登
場
す
る
と
さ
れ
、
愛
蔵
ぶ
り
が
指
摘
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
永
年
の
祝
世

禄
へ
の
傾
倒
は
、
書
法
の
芸
術
性
を
評
価
し
た
も
の
で
、
人
を
も
っ
て
書
を
論

ず
る
姿
勢
と
は
異
な
る
視
点
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
祝
世
禄
の
書
は
作
品
ご
と
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
も
の

の
、
明
治
・
大
正
期
に
お
い
て
、
祝
世
禄
の
書
が
ど
の
よ
う
に
鑑
賞
さ
れ
、
い

か
な
る
言
葉
で
評
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
よ
っ
て
本
稿
で
は
、
ふ
く
や
ま
書
道
美
術
館
所
蔵
の
祝
世
禄
《
草
書
七
言

絶
句
軸
》
の
付
属
品
を
手
が
か
り
と
し
て
、
明
治
・
大
正
期
に
お
い
て
祝
世
禄

の
書
が
い
か
に
鑑
賞
さ
れ
、
受
容
さ
れ
て
い
た
の
か
、
そ
の
実
態
の
一
側
面
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

一　

栗
原
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
祝
世
禄《
草
書
七
言
絶
句
軸
》

（
一
）作
品
本
体
の
概
要

　

本
稿
で
取
り
上
げ
る
祝
世
禄
の
《
草
書
七
言
絶
句
軸
》（
以
下
、
本
作
と
す
る

場
合
が
あ
る
）
は
、
本
紙
縦
二
〇
五
・
〇
×
横
五
九
・
〇
㎝
の
紙
本
に
三
行
で

墨
書
さ
れ
た
条
幅
作
品
で
あ
る
。筆
の
運
び
に
勢
い
が
感
じ
ら
れ
る
と
同
時
に
、

息
長
く
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
結
体
や
章
法
が
特
徴
的
な
一
幅
で
あ
る
。
太
い
筆

を
用
い
て
蔵
鋒
で
書
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
特
に
渇か

っ

筆ぴ
つ

部
分
は
、
筆
の
動
き
を

よ
く
伝
え
て
く
れ
る
。
本
文
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

【
釈
文
・
書
き
下
し
】（
11
）

　

東
林
月
上
明
於
燭　

東
林　

月
上
り
て　

燭
よ
り
も
明
ら
か
な
り

　

花
気
書
声
度
深
竹　

花
気　

書
声　

深
竹
を
度わ

た

る

　

古
門
松
老
鶴
来
双　

古
門　

松
老
い　

鶴
の
来
る
は
双

　

虚
牖
雲
涼
人
臥
独　

虚
牖　

雲
涼
し
く　

人
の
臥
す
る
は
独
り

詩
題
は
不
明
で
あ
る
。
署
名
の
世
禄
の
下
に
は
、「
世
禄
」（
朱
文
円
印
）、「
無

功
父
」（
白
文
方
印
）、「
天
垣
諫
議
」（
白
文
方
印
）が
用
い
ら
れ
る
（
12
）。
な
お
、

二
行
目
三
字
目
「
竹
」の
最
終
画
と
、
三
行
目
四
字
目
「
人
」の
一
画
目
に
か
か

る
紙
の
継
ぎ
目
が
あ
る
。
継
ぎ
目
を
ま
た
ぐ
筆
線
に
若
干
の
ズ
レ
が
生
じ
て
お

り
、
後
世
に
仕
立
て
直
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

（
二
）本
作
の
付
属
品
の
整
理

　

次
に
、
本
作
の
付
属
品
に
つ
い
て

紹
介
し
た
い
。
本
作
に
は
収
納
箱
と

包
裂
の
ほ
か
、
題
跋
が
記
さ
れ
た
絖

本
墨
書
の
巻
子
が
二
巻
備
わ
る
（
図

２
）。
本
稿
で
は
便
宜
的
に
、
二
巻

の
添
書
を
「
添
書
一
」
と
「
添
書
二
」

と
す
る
。

　

ま
ず
添
書
一
を
見
て
い
く
と
、
最

も
は
じ
め
に
本
作
に
跋
文
を
寄
せ
た

の
は
谷た

に

如に
ょ

意い

（
一
八
二
二
〜
一
九
〇

五
）（
13
）で
あ
り
、明
治
二
十
八
年（
一

八
九
五
）
の
二
月
の
こ
と
と
わ
か
る
。

跋
中
に
お
い
て
谷
如
意
は
、
鳩
居
堂

主
人
が
近
ご
ろ
祝
世
禄
の
書
幅
を
入
手
し
た
と
記
し
て
お
り
、
鳩
居
堂
主
人
つ

ま
り
八
代
目
当
主
の
熊
谷
直
行
（
一
八
四
三
〜
一
九
〇
七
）
が
本
作
を
手
に
入

れ
た
の
は
明
治
二
十
八
年
の
二
月
か
ら
遠
く
な
い
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。な
お
、

明
治
八
年（
一
八
七
五
）に
行
わ
れ
た
七
代
当
主
の
熊
谷
直
孝（
一
八
一
七
〜
一

八
七
五
）
を
偲
ぶ
追
善
の
大
煎
茶
会
の
目
録
『
円
山
勝
会
図
録
』（
14
）
に
は
本
作

は
見
え
な
い
。
谷
如
意
の
寄
跋
後
、
添
書
一
に
は
、
小
野
湖こ

山ざ
ん

（
一
八
一
四
〜
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（図2）　本作と付属品（ふくやま書道美術館蔵）



明治・大正期の京都における祝世禄の書の鑑賞について　―栗原コレクション《草書七言絶句軸》の付属品を手がかりに―

一
九
一
〇
）（
15
）、
巌い

わ

谷や

一い
ち

六ろ
く

（
一
八
三
四
〜
一
九
〇
五
）（
16
）、
小
林
卓た

く

斎さ
い

（
一
八

三
一
〜
一
九
一
六
）（
17
）、
江え

馬ま

天て
ん

江こ
う

（
一
八
二
五
〜
一
九
〇
一
）（
18
）
の
題
跋
が
見

ら
れ
、
巻
子
の
題
箋
は
小
林
卓
斎
に
よ
る
。
ま
た
、
頼ら

い

山さ
ん

陽よ
う（
一
七
八
〇
〜
一
八

三
二
）の
孫
で
あ
る
頼ら

い

潔き
よ
し（
一
八
六
〇
〜
一
九
二
九
）（
19
）に
よ
る
箱
書
が
備
わ
る
。

　

一
方
で
、
添
書
二
に
は
、
内な

い

藤と
う

湖こ

南な
ん

（
一
八
六
六
〜
一
九
三
四
）（
20
）
と
長な

が

尾お

雨う

山ざ
ん

（
一
八
六
四
〜
一
九
四
二
）（
21
）
の
跋
文
が
認し

た
た

め
ら
れ
て
い
る
。
題
箋
及
び

箱
蓋
表
書
の
書
き
手
は
署
名
が
な
く
不
明
で
あ
る
が
、
同
一
人
物
の
筆
跡
と
推

さ
れ
る
（
22
）。
な
お
、
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
十
月
の
長
尾
雨
山
跋
に
は
所
蔵

者
に
つ
い
て
記
述
が
な
い
が
、同
年
四
月
の
内
藤
湖
南
跋
に
は
記
述
が
見
ら
れ
、

熊
谷
直
行
が
没
し
た
後
も
含
め
、
少
な
く
と
も
約
二
十
六
年
の
間
は
鳩
居
堂
所

蔵
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

付
属
品
の
整
理
と
し
て
、執
筆
時
期
と
筆
者
な
ど
を
ま
と
め
た【
表
】。
な
お
、

箱
書
や
題
箋
は
含
め
て
い
な
い
。

二　

�

題
跋
に
見
る
近
代
文
人
の
祝
世
禄
の

評
価

　

こ
こ
で
は
、
本
作
に
寄
せ
ら
れ
た
題
跋

を
翻
刻
し
、
解
説
す
る
。
明
治
・
大
正
期

に
お
い
て
、
本
作
が
い
か
に
鑑
賞
さ
れ
、

評
さ
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
、
付
属
品

に
お
け
る
記
述
を
手
が
か
り
と
し
て
考
察

を
試
み
た
い
。

（
一
）添
書
一

　

添
書
一
に
お
い
て
、
は
じ
め
の
寄
跋
者

で
あ
る
谷
如
意
は
明
治
二
十
八
年
に
次

の
よ
う
に
跋
を
記
す（
図
３
）。

　
　

 

祝
世
禄
之
書
、
多
散
見
於
草
韻
彙
編

及
明
搨
墨
帖
中
。
蓋
明
代
有
数
之
善

書
家
也
。　

鳩
居
堂
主
人
近
獲
其
草

書
七
絶
一
大
幅
、
視
於
予
。
筆
力
墨

気
、
雋
秀
、
清
遒
、
而
詩
亦
雅
古
、

可
謂
双
絶
矣
。
因
記
我
京
都
有
世
禄
真
跡
三
幅
、
其
二
下
村
氏
、
山

田
氏
蔵
之
其
一
則
。
是
幅
々
之
長
短
大
小
、
雖
不
高
筆
法
之
妙
、
各

存
韻
趣
、
則
難
兄
弟
焉
。
予
毎
展
覧
之
必
整
襟
想
見
其
人
。
明
儒
学

案
、
世
禄
字
延
之
、
号
無
功
、
鄱
陽
人
。
由
進
士
、
万
暦
乙
未
考
選

為
南
科
給
事
中
。
著
祝
子
小
言
、
説
道
真
薀
奧
、
其
邃
於
聖
学
、
亦

実
明
代
有
数
之
俊
賢
也
。
鳩
居
堂
主
人
、
其
勿
善
書
家
視
之
、
而
宝

重
之
可
矣
。
乙
未
二
月
、如
意
七
十
四
翁
鉄
臣
記
。「
谷
鉄
臣
印
」（
白

文
方
印
）・「
百
錬
父
」（
朱
文
方
印
）

　
　

 ［
祝
世
禄
の
書
は
、
多
く
は
『
草
韻
彙
編
』
や
明
搨
墨
帖
中
に
散
見
す

年
　
月

筆
　
者

内
　
容

　
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
二
月

　
谷
如
意

　
跋
（
添
書
一
）

　
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
十
二
月

　
小
野
湖
山

　
跋
（
添
書
一
）

　
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
七
月

　
巌
谷
一
六

　
題
（
添
書
一
）

　
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
四
月

　
小
林
卓
斎

　
跋
（
添
書
一
）

　
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
四
月

　
江
馬
天
江

　
跋
（
添
書
一
）

　
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
四
月

　
内
藤
湖
南

　
跋
（
添
書
二
）

　
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
十
月

　
長
尾
雨
山

　
跋
（
添
書
二
）
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（図3）　谷如意の跋

【
表
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る
。
思
う
に
明
代
有
数
の
優
れ
た
書
家
で
あ
る
。
鳩
居
堂
の
主
人
は

近
ご
ろ
祝
世
禄
の
草
書
七
言
絶
句
の
大
幅
を
手
に
入
れ
、
私
に
鑑
賞

さ
せ
た
。
筆
力
や
墨
の
色
つ
や
が
よ
く
生
気
に
満
ち
、
ぬ
き
ん
で
て

優
れ
て
お
り
、
清
ら
か
で
力
強
く
、
そ
し
て
詩
も
雅
や
か
で
古
風
で

あ
り
、
書
と
詩
の
双
方
が
極
め
て
優
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
こ
で

我
が
京
都
に
あ
る
祝
世
禄
の
真
筆
三
幅
に
つ
い
て
記
す
と
、
そ
の
二

幅
は
下
村
氏
と
、
山
田
氏
が
所
蔵
す
る
。
こ
れ
は
長
短
大
小
様
々
で

あ
り
、
た
と
え
筆
法
の
妙
が
高
く
な
い
と
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
独

自
の
趣
が
あ
り
、
優
劣
つ
け
が
た
い
。
私
は
鑑
賞
す
る
た
び
に
必
ず

襟
を
正
し
祝
世
禄
と
い
う
人
物
を
想
像
す
る
。『
明
儒
学
案
』に
よ
る

と
、
祝
世
禄
は
字
を
延
之
、
号
を
無
功
と
い
い
、
鄱
陽
の
人
で
あ
る
。

進
士
に
合
格
し
、
万
暦
乙
未
年
（
一
五
九
五
）
の
考
選
で
南
科
の
給

事
中
と
な
っ
た
。『
祝
子
小
言
』を
著
し
、
道
の
本
質
的
な
奥
義
を
深

く
説
き
、
そ
の
儒
学
に
深
い
造
詣
が
あ
り
、
ま
た
実
に
明
代
で
も
屈

指
の
俊
英
で
あ
っ
た
。
鳩
居
堂
の
主
人
は
、
ど
う
か
優
れ
た
書
家
と

見
て
、こ
の
書
を
重
宝
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
。乙
未（
一
八
九
五
）

二
月
、
如
意
七
十
四
翁
鉄
臣
記
す
。］

谷
如
意
は
本
作
を
見
て
、
書
の
筆
力
や

墨
色
の
よ
さ
に
着
目
す
る
と
同
時
に
、

詩
に
つ
い
て
も
雅
や
か
で
あ
る
と
し
、

書
と
詩
の
双
方
に
つ
い
て
高
く
評
価
す

る
。
こ
の
よ
う
に
書
と
詩
を
評
価
す
る

姿
勢
は
、
翌
年
の
七
月
に
、
如
意
跋
の
前
に
書
か
れ
た
巌
谷
一
六
の
題「
詞

翰
双
絶
、
墨
林
奇
宝
。［
詩
と
書
双
方
の
才
能
が
並
外
れ
て
優
れ
て
お
り
、

書
の
世
界
に
お
け
る
稀
有
な
宝
で
あ
る
。］」（
図
４
）
や
、
後
に
触
れ
る
小

林
卓
斎
の
跋
中
に
も
見
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
書
幅
を
鑑
賞
す
る
た
び
に
襟
を
正
し
、
祝
世
禄
と
い
う
人
物
を

想
像
す
る
と
い
う
一
節
か
ら
は
、
如
意
が
尊
敬
の
念
を
抱
き
、
そ
の
書
を

鑑
賞
し
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
。
敬
意
を
も
っ
て
書
を
見
た
背
景
に
は
、

祝
世
禄
が
儒
学
に
精
通
し
て
い
る
こ
と
や
、
明
代
に
お
け
る
俊
英
で
あ
る

こ
と
な
ど
が
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
本
跋
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
当
時
、
京
都
に
伝
わ
る
祝
世
禄
の

書
幅
が
三
幅
あ
っ
た
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
一
幅
は
下
村
氏

つ
ま
り
下
村
正
太
郎
（
十
一
代
・
号
は
正
剛
）（
一
八
八
三
〜
一
九
四
四
）

（
23
）
が
、
ま
た
も
う
一
幅
は
山
田
氏
つ
ま
り
山
田
永
年
が
所
蔵
し
て
い
た

と
記
す
。
下
村
氏
と
山
田
氏
が
所
蔵
し
て
い
た
祝
世
禄
の
書
幅
に
つ
い
て

は
、
三
章
で
触
れ
た
い
。

　

如
意
跋
に
続
き
、
小
野
湖
山
が
次
の
よ
う
に
跋
す
る（
図
５
）。

　
　

 

頼
山
陽
先
生
題
跋
中
有
言
曰
、
大
凡
鑑
書
画
展
之
数
尺
、
有
真
気
来

接
、
我
心
目
者
是
矣
、
稍
久
則
雲
煙

濛
然
。
余
不
解
鑑
識
、
唯
以
先
生
一

言
為
標
準
。
今
観
熊
谷
氏
所
蔵
明
人

祝
世
禄
七
絶
詩
大
字
幅
。
所
謂
展
之

数
尺
、
真
気
接
我
心
目
者
、
吁
、
快

矣
。
妙
矣
。
何
待
多
言
称
賛
耶
。
明

治
乙
未
嘉
平
月
於
東
山
双
龍
園
南

窓
下
。
湖
山
八
十
二
老
人
長
愿
。「
愿

賜
硯
清
宵
月
」（
白
文
方
印
）・「
小

野
長
愿
」（
白
文
方
印
）

　
　

 ［
頼
山
陽
先
生
の
題
跋
中
に
あ
る
言

葉
に
よ
る
と
、「
お
お
よ
そ
書
画
を

鑑
定
す
る
の
に
数
尺
展ひ

ろ

げ
て
、
真
気
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（図5）　小野湖山の跋

（図4）　巌谷一六の題
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が
出
る
も
の
は
、
私
の
心
目
に
本
物
は
間
違
い
な
い
が
、
長
い
間
見

て
い
る
と
雲
や
煙
が
か
か
る
よ
う
に
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。」

と
い
う
。
私
は
鑑
識
が
わ
か
ら
な
い
た
め
、
た
だ
頼
山
陽
先
生
の
こ

の
言
葉
を
基
準
と
す
る
。
今
熊
谷
氏
が
所
蔵
す
る
明
代
の
祝
世
禄
の

七
言
絶
句
の
大
字
書
幅
を
観
た
。
い
わ
ゆ
る
こ
れ
を
数
尺
広
げ
て
み

る
と
、
真
気
が
感
じ
ら
れ
私
の
心
に
迫
っ
て
く
る
の
は
、
あ
あ
、
な

ん
と
心
地
の
よ
い
こ
と
か
。
素
晴
ら
し
い
。
ど
う
し
て
こ
れ
以
上
言

葉
を
尽
く
し
て
賛
美
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
か
。
明
治
乙
未
十
二
月
、

東
山
の
双
龍
園
の
南
の
窓
の
下
に
て
。
湖
山
八
十
二
老
人
長
愿
。］

湖
山
は
こ
こ
で
、
頼
山
陽
の
跋
文
の
一
節
を
引
用
し
つ
つ
、
祝
世
禄
の

書
を
観
た
際
の
感
動
を
記
し
て
い
る
。
引
用
さ
れ
た
跋
は
、
頼
山
陽
が

明
末
清
初
の
画
家
で
あ
る
朱
軒
（
一
六
二
〇
〜
一
六
九
〇
）
の
水
墨
山
水

幅
に
題
し
た
一
節
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
（
24
）。
湖
山
は
祝
世
禄
の
書
幅
を
目

の
前
に
し
た
際
、
山
陽
が
提
唱
す
る
よ
う
に
、
心
に
迫
る
も
の
が
あ
る

か
否
か
と
い
う
視
点
で
観
た
の
で
あ
る
。
言
葉
を
尽
く
す
必
要
が
な
い

と
述
べ
る
よ
う
に
、
い
わ
ば
、
直
観
的
に
そ
の
書
の
よ
さ
を
感
じ
た
こ

と
が
窺
え
る
。

　

な
お
、
湖
山
が
本
作
を
観
た
双
龍
園
と
は
、
湖
山
が
静
養
す
る
た
め

手
に
入
れ
た
京
都
東
山
麓
の
庭
園
の
こ
と
で
あ
る
（
25
）。
庭
園
に
は
二
本

の
老
松
が
あ
り
、
そ
の
姿
が
龍
の
よ
う
で
あ
っ
た
た
め
、「
双
龍
園
」
と

名
付
け
た
と
い
う
。
湖
山
や
谷
如
意
、
江
馬
天
江
な
ど
の
老
詩
人
が
時

折
会
合
し
て
い
た
ら
し
く
（
26
）、
本
作
も
そ
の
よ
う
な
交
流
の
中
で
鑑
賞

さ
れ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。

　

次
に
、
明
治
三
十
二
年（
一
八
九
九
）に
記
さ
れ
た
小
林
卓
斎
の
跋（
図
６
）

を
確
認
し
よ
う
。

　
　

 

祝
世
禄
、
邃
於
経
学
、
其
名
重
儒
林
、
若
詩
書
則
出
於
余
芸
耳
。

今
観
此
幅
、
詩
格
高
古
清
奇
、
書

法
豪
爽
勁
健
。
倶
是
天
資
学
力
之

所
致
、
而
見
自
然
之
妙
趣
如
此
、

則
世
禄
之
為
人
亦
可
以
推
知
也
。

披
覧
数
四
、
鑑
賞
無
已
、
遂
題
云
。

己
亥
之
四
月
、
卓
斎
生
。「
小
林
卓

蔵
」（
白
文
方
印
）・「
此
間
有
真
意
」

（
白
文
方
印
）

　
　

 ［
祝
世
禄
は
、
経
学
に
深
く
通
じ
て
お
り
、
儒
学
者
と
し
て
名
声
が

高
く
、
詩
や
書
は
余
技
か
ら
出
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
よ
う
で

あ
る
。
今
こ
の
書
幅
を
観
る
と
、
詩
の
格
調
は
高
く
古
風
で
ぬ
き

ん
で
て
品
が
よ
く
、
書
法
は
豪
快
で
力
強
い
。
と
も
に
天
性
の
才

能
と
学
問
の
力
に
よ
っ
て
成
し
遂
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
し
か

も
自
然
な
妙
趣
を
こ
の
よ
う
に
見
て
、
世
禄
の
人
と
な
り
も
ま
た

推
し
量
る
こ
と
が
で
き
る
。
何
度
も
見
返
し
て
、
鑑
賞
し
て
飽
き

る
こ
と
が
な
い
の
で
、
つ
い
に
題
字
を
記
す
。
己
亥
（
一
八
九
九
）

の
四
月
、
卓
斎
生
。］

経
学
と
は
、
儒
家
の
作
っ
た
経
典
を
研
究
す
る
学
問
の
こ
と
で
あ
る
。

卓
斎
は
祝
世
禄
の
詩
や
書
に
つ
い
て
、
余
技
と
し
て
身
に
つ
け
た
も
の

と
認
識
し
な
が
ら
も
、
前
述
の
通
り
、
詩
と
書
の
双
方
を
高
く
評
す
る
。

そ
し
て
、
根
底
に
は
天
性
の
才
能
と
学
力
と
を
見
出
す
。
そ
の
上
で
、

詩
と
書
に
現
れ
た
自
然
な
妙
趣
が
、
人
と
な
り
ま
で
も
推
量
さ
せ
る
と

述
べ
て
お
り
、
こ
う
し
た
態
度
は
、
先
に
見
た
如
意
跋
に
お
け
る
「
鑑
賞

す
る
た
び
に
必
ず
襟
を
正
し
祝
世
禄
と
い
う
人
物
を
想
像
す
る
」
と
類
似

す
る
も
の
と
言
え
る
。
書
を
表
面
的
に
見
る
の
で
は
な
く
、
作
者
の
内

面
を
映
す
も
の
と
し
て
捉
え
、
書
と
人
と
な
り
を
結
び
つ
け
て
鑑
賞
す
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（図6）　小林卓斎の跋



る
書
法
観
が
窺
え
る
。

　

ま
た
、
同
年
に
は
江
馬
天
江
が
跋
を

寄
せ
て
い
る（
図
７
）。

　
　

 

世
之
富
於
書
画
収
蔵
者
、
不
為
尠

也
。
然
可
観
在
唯
書
幅
耳
至
書
幅

悦
目
蕩
心
者
、
不
多
。
覩
是
不
惟

書
幅
難
擭
、
書
之
難
於
無
可
見
也

如
。　

熊
谷
氏
所
蔵
祝
無
功
先
生

書
幅
、
書
法
精
妙
、
体
勢
之
異
如

神
龍
出
没
而
無
定
。
可
謂
希
世
之

宝
矣
。
先
生
事
跡
如
意
翁
記
而
詳

之
、余
不
復
贅
為
。明
治
己
亥
四
月
、

天
江
七
十
五
翁
欽
誌
。「
很
翁
」（
朱
文
方
印
）・「
馬
聖
欽
印
」（
白
文

方
印
）・「
永
弼
氏
」（
朱
文
方
印
）

［
世
の
中
に
は
書
画
を
豊
か
に
収
蔵
す
る
者
は
、
少
な
く
な
い
。
し
か

し
観
る
に
値
す
る
の
は
た
だ
書
幅
だ
け
で
あ
り
書
幅
に
つ
い
て
は
目
を

喜
ば
せ
心
を
揺
れ
動
か
す
も
の
は
、
多
く
な
い
。
こ
れ
は
た
だ
書
幅
を

手
に
入
れ
る
の
が
難
し
い
だ
け
で
な
く
、
書
の
難
し
さ
は
見
る
べ
き
書

が
な
い
こ
と
に
お
い
て
で
も
あ
る
。
熊
谷
氏
所
蔵
の
祝
無
功
先
生
の
書

幅
は
、
書
法
が
精
妙
で
、
姿
態
の
変
化
は
神
龍
が
出
没
す
る
よ
う
で
、

と
ど
ま
る
こ
と
が
な
い
。
希
代
の
宝
と
言
え
る
。
祝
世
禄
の
事
跡
に
つ

い
て
は
如
意
翁
が
詳
し
く
記
し
て
い
る
の
で
、
私
は
余
計
に
ま
た
書
く

こ
と
は
し
な
い
。
明
治
己
亥
四
月
、
天
江
七
十
五
翁
誌
す
。］

本
跋
に
お
い
て
天
江
は
、
書
画
の
う
ち
、
特
に
書
を
重
視
す
る
芸
術
観
を

記
し
て
い
る
。
ま
た
、
書
に
お
い
て
も
、
心
が
揺
れ
動
く
ほ
ど
優
れ
た
書

を
観
る
こ
と
や
手
に
入
れ
る
こ
と
は
さ
ら
に
困
難
で
あ
る
と
述
べ
る
。
こ

の
よ
う
に
、
優
れ
た
書
に
出
会
う
こ
と
の
難
し
さ
を
嘆
き
な
が
ら
も
、
本

作
の
書
法
の
精
妙
さ
と
姿
態
の
変
化
を
高
く
評
価
し
、
稀
少
性
の
高
さ
を

よ
く
伝
え
て
く
れ
る
。

　

以
上
が
添
書
一
に
見
ら
れ
る
跋
文
で
あ
る
。
な
お
、添
書
一
の
題
箋
に
は
、

「
題
祝
世
禄
書
幅
諸
家
文
巻　

卓
翁
題
簽
」（
図
８
）
と
見
え
、
卓
斎
が
跋
を

寄
せ
た
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）に
書
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
に
は
、
頼
潔
に
よ
っ
て
、
添
書
一
の
収
納
箱

の
蓋
表
に
「
題
祝
世
禄
書
幅
諸
家
小
品
文
横
巻
」（
図
９
左
上
）
と
題
さ
れ
、

蓋
裏
に
は
「
康
戌
立
春
前
一
日
頼
潔
題
」（
図
10
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ

て
、
二
月
四
日
頃
の
箱
書
と
思
わ
れ
る
。
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（図7）　江馬天江の跋

（
図
８
）　

添
書
一
の
題
箋

（
図
９
）　

本
作
と
添
書
の
箱
蓋
表（
右
：
本
作
の
箱
、
左
上
：
添
書
一
の
箱
、
左
下
：
添
書
二
の
箱
）

（
図
10
）　

添
書
一
の
箱
蓋
裏
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（
二
）添
書
二

　

次
に
、
添
書
二
に
お
け
る
跋
文
を
見
て
い

こ
う
。
本
巻
に
は
、
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）

四
月
に
書
か
れ
た
内
藤
湖
南
の
跋
（
図
11
）

が
は
じ
め
に
見
え
る
。

　
　

 

祝
無
功
、
明
史
無
伝
、
其
仕
履
略
出

於
明
儒
学
案
。
蓋
講
学
之
人
、
奉
陸

王
之
教
者
也
。
余
閲
李
氏
蔵
書
及
昭

代
典
則
二
書
、
並
有
無
功
序
、
因
以
知
其
与
焦
弱
侯
、
李
卓
吾
諸
人

有
交
。
其
論
明
代
史
家
、
黜
東
莞
、
亰
山
、
毘
陵
、
弇
州
、
而
進
鄭

端
簡
、
亦
具
特
識
。
其
書
在
彼
間
伝
者
甚
希
、
而
我
邦
則
往
々
有
其

擘
窠
大
字
草
隷
、
遠
祖
長
史
。
近
出
亰
兆
、
瑰
奇
雄
偉
、
邈
然
罕
儔
。

平
安
鳩
居
堂
所
蔵
七
絶
書
軸
、
詩
用
仄
韻
、
険
側
奇
秀
、
書
法
亦
称
之
。

前
輩
題
跋
已
備
、
余
亦
聊
書
所
見
、
以
付
于
簡
末
云
。
大
正
十
年
四
月
、

内
藤
虎
書
。
于
洛
東
僑
居
之
宝
馬
盦
。「
藤
虎
長
寿
」（
白
文
方
印
）

　
　

 ［
祝
世
禄
は
、『
明
史
』
に
は
伝
記
が
な
く
、
そ
の
経
歴
は
『
明
儒
学
案
』

に
載
る
。
思
う
に
講
学
の
人
で
、
陸
九
淵
や
王
陽
明
の
教
え
を
奉
じ

た
者
で
あ
る
。
私
は
李
氏
の
蔵
書
や
『
昭
代
典
則
』
の
二
書
を
読
み
、

い
ず
れ
に
も
祝
無
功
の
序
文
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
彼
が
焦
竑
（
一
五
四

〇
〜
一
六
二
〇
）や
、
李
贄（
一
五
二
七
〜
一
六
〇
二
）ら
の
あ
ら
ゆ
る

人
と
交
流
し
た
こ
と
を
知
っ
た
。
祝
世
禄
の
明
代
の
史
家
に
つ
い
て

の
論
は
、
東
莞
、
亰
山
、
毘
陵
、
弇
州
（
27
）
を
退
け
る
が
、
鄭
曉
（
一

四
九
九
〜
一
五
六
六
）
を
推
す
も
の
で
、
ま
た
独
自
の
識
見
を
備
え
て

い
る
。
祝
無
功
の
書
は
、
中
国
本
土
で
は
伝
わ
る
も
の
が
極
め
て
少

な
い
が
、
日
本
で
は
し
ば
し
ば
大
き
な
文
字
で
書
か
れ
た
草
隷
の
書

が
見
ら
れ
、
遠
く
は
張
旭
（
生
没
年
不
詳
）
を
祖
と
す
る
。
近
ご
ろ
北

京
で
見
つ
か
っ
た
書
は
、
非
常
に
珍
し
く
雄
大
で
、
他
に
比
べ
る
も

の
が
な
い
。
京
都
の
鳩
居
堂
所
蔵
の
七
言
絶
句
の
書
軸
は
、
詩
は
仄

韻
を
用
い
、
険
し
く
も
変
化
に
富
み
、
奇
抜
で
秀
で
て
お
り
、
書
法

も
ま
た
こ
れ
に
相
応
し
い
。
先
人
の
題
跋
が
す
で
に
揃
っ
て
い
る
が
、

私
も
ま
た
わ
ず
か
な
考
え
を
書
き
記
し
、
こ
の
簡
末
に
添
え
る
こ
と

と
す
る
。
大
正
十
年
四
月
、
内
藤
虎
記
す
。
洛
東
の
仮
住
ま
い
の
宝

馬
盦
に
て
。］

湖
南
跋
は
特
に
、
書
風
に
関
す
る
具
体
的
な
言
及
が
注
目
さ
れ
る
。
祝
世
禄

の
書
は
中
国
で
は
伝
わ
る
も
の
が
少
な
い
一
方
で
、
日
本
で
は
大
字
の
草
隷

の
書
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
と
言
う
。
湖
南
が
述
べ
る
「
草
隷
」
と
は
、
ど
の

よ
う
な
書
体
で
あ
ろ
う
か
。
管
見
の
限
り
で
は
、
祝
世
禄
の
隷
書
作
品
は
確

認
さ
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
お
そ
ら
く
単
に
草
書
を
、
あ
る
い
は
隷
書
を
思
わ

せ
る
筆
鋒
に
よ
っ
て
書
い
た
草
書
を
指
し
て
い
る
と
推
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
湖
南
は
、
祝
世
禄
の
書
の
祖
と
し
て
張
旭
を
挙
げ
、
そ
の
影
響
を
示

唆
す
る
。
張
旭
は
唐
代
に
お
け
る
狂
草
の
名
手
で
あ
り
、
字
の
大
小
や
、
長
短
、

斜
正
な
ど
変
化
に
富
み
、
連
綿
を
多
用
し
た
草
書
を
書
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

祝
世
禄
の
自
由
自
在
に
変
化
す
る
書
を
、
張
旭
の
書
に
重
ね
合
わ
せ
た
の
で
あ

ろ
う
。
本
跋
で
は
、
祝
世
禄
の
書
の
来
源
と

し
て
張
旭
を
あ
げ
る
、
湖
南
の
祝
世
禄
観
が

明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

一
方
で
、
湖
南
跋
の
後
に
綴
ら
れ
た
長

尾
雨
山
の
跋
文
（
図
12
）
に
は
、
湖
南
と
異

な
る
見
解
が
見
ら
れ
る
。
大
正
十
年
十
月

の
跋
で
あ
る
。

　
　

 
祝
世
禄
、字
無
功
、一
字
廷
之
、号
石
林
、

又
号
寄
々
斎
、
鄱
陽
人
。
万
暦
己
丑
進

（2）（7） 57

（図11）　内藤湖南の跋

（図12）　長尾雨山の跋



士
、
其
同
年
出
身
焦
竑
、
董
其
昌
、
高
攀
龍
皆
為
名
士
。
耿
定
向
講
学
東

南
、其
説
本
王
守
仁
。
世
禄
従
之
学
、与
潘
去
華
、王
徳
孺
同
為
耿
門
高
弟
。

著
有
祝
子
小
言
、環
碧
斎
詩
集
。
其
書
筆
力
矯
々
、勢
如
游
龍
。
蓋
出
東
坡
、

別
成
一
家
。余
毎
謂
、学
人
書
勝
於
書
家
書
、以
其
有
書
巻
気
也
。今
見
此
幀
、

蓋
信
余
言
之
不
謬
也
。
辛
酉
十
月
、
雨
山
居
士
長
尾
甲
。「
雨
山
」（
白
文
方

印
）・「
長
尾
甲
印
」（
白
文
方
印
）

　
　

 ［
祝
世
禄
は
、字
を
無
功
、別
の
字
を
廷
之
と
い
い
、石
林
と
号
し
、ま
た
寄
々

斎
と
も
号
し
た
、
鄱
陽
の
人
で
あ
る
。
万
暦
己
丑
の
年
（
一
五
八
九
）の
進

士
で
、
そ
の
同
年
出
身
の
焦
竑
、
董
其
昌
（
一
五
五
五
〜
一
六
三
六
）、
高こ

う

攀は
ん

龍り
ゅ
う

（
一
五
六
二
〜
一
六
二
六
）は
み
な
名
士
と
な
っ
た
。
耿
定
向
は
東
南

の
地
で
学
問
を
講
じ
、
そ
の
学
説
は
王
守
仁
（
一
四
七
二
〜
一
五
二
九
）を

根
本
と
す
る
。
世
禄
は
耿
定
向
に
従
っ
て
学
び
、
潘は

ん

去き
ょ

華か

（
一
五
三
七
〜
一

六
〇
〇
）や
、
王お

う

徳と
く

孺じ
ゅ

（
生
没
年
不
詳
）と
と
も
に
同
じ
く
耿
門
の
高
弟
と

な
っ
た
。
著
書
に『
祝
子
小
言
』と
、『
環
碧
斎
詩
集
』が
あ
る
。
祝
世
禄
の

書
は
筆
力
が
強
く
、
筆
勢
は
龍
が
自
由
自
在
に
お
よ
ぐ
よ
う
で
あ
る
。
思

う
に
蘇
東
坡
（
一
〇
三
七
〜
一
一
〇
一
）か
ら
出
て
、
独
自
に
一
家
を
成
し

て
い
る
。
私
は
常
々
言
う
が
、
学
問
の
あ
る
人
の
書
は
書
家
の
書
よ
り
も

優
れ
て
お
り
、
そ
し
て
教
養
の
あ
る
人
の
書
に
は
書
巻
の
気
が
宿
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
今
こ
の
作
品
を
見
て
、
私
の
言
葉
は
間
違
い
で
は
な
か
っ

た
こ
と
を
確
信
し
た
の
で
あ
る
。
辛
酉
（
一
九
二
一
）
十
月
、
雨
山
居
士
長

尾
甲
。］

　

王
守
仁
を
根
本
と
し
た
学
説
と
い
う
の
は
、
陽
明
学
の
こ
と
で
あ
る
。
祝
世

禄
は
耿
定
向
に
学
び
、
高
弟
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
雨
山
が
、
祝
世
禄
の
経

歴
を
細
か
く
記
す
態
度
に
は
、
学
問
を
重
ん
じ
る
ま
な
ざ
し
が
見
て
と
れ
る
。

　

書
に
つ
い
て
は
、
筆
力
の
力
強
さ
に
着
目
し
、
筆
勢
は
龍
が
自
由
に
お
よ
ぐ

よ
う
で
あ
る
と
評
し
、
北
宋
四
大
家
の
ひ
と
り
と
し
て
名
高
い
蘇
軾
の
書
か
ら

出
て
い
る
と
言
う
。
そ
の
上
で
、
蘇
軾
の
書
と
は
異
な
っ
た
独
自
の
書
風
を
確

立
し
た
こ
と
を
評
価
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
見
方
は
、
湖
南
が
祝
世
禄
の
書

源
に
張
旭
を
挙
げ
た
書
観
と
異
な
り
注
目
に
値
す
る
。
こ
こ
で
雨
山
が
蘇
軾
の

書
と
結
び
つ
け
た
の
は
、
お
そ
ら
く
山
田
永
年
の
著『
過
眼
余
唱
』（
明
治
十
四
年

刊
）に
お
け
る「
余
、
観
其
手
書
、
梁
千
秋
印
鐫
、
草
訣
辨
疑
等
序
。
書
法
似
学

坡
翁
者
。［
私
は
、
祝
世
禄
が
書
い
た
、
梁
千
秋
の『
印
鐫
』、『
草
訣
辨
疑
』等
の

序
文
を
見
た
。
書
法
は
蘇
東
坡
の
書
を
学
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。］」と
い
う
記
述
を

踏
ま
え
た
見
方
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
雨
山
の
見
解
で
興
味
深
い
の
は
、「
学
問
の
あ
る
人
の
書
は
書
家
の

書
よ
り
も
優
れ
て
お
り
、
そ
し
て
教
養
の
あ
る
人
の
書
に
は
書
巻
の
気
が
宿
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。」
と
言
う
一
節
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
諸
人
の
跋
で

は
、
祝
世
禄
の
学
問
や
教
養
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
言
及
し
、
そ
の
書
と
人
と

な
り
を
結
び
つ
け
て
評
す
る
書
観
が
確
認
さ
れ
た
。
し
か
し
、
雨
山
の
考
え
は

さ
ら
に
一
歩
踏
み
込
ん
で
、
学
者
の
書
を
書
家
の
書
よ
り
優
れ
た
も
の
と
し
て

位
置
付
け
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
常
々
提
言
し
て
い
る
と
述
べ
て
お
り
、
学
問

や
教
養
を
通
し
て
培
っ
た
書
巻
の
気
が
感
じ
ら
れ
る
書
を
雨
山
は
日
ご
ろ
か
ら

高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
し
て
、
幼
い
頃
か
ら
漢
学
を
修
め
た

雨
山
自
身
も
、
学
問
に
裏
付
け
さ
れ
た
書
法
を
理
想
と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

　

以
上
が
添
書
二
に
記
さ
れ
た
跋
で
あ
る
。
前
述
の
通
り
、
本
巻
の
題
箋
及
び

箱
蓋
表
の
書
き
手
は
不
明
で
あ
る
が
、
同
一
人
物
の
筆
跡
と
推
さ
れ
、
い
ず
れ

も「
題
祝
世
禄
書
幅
諸
家
文
巻
」（
図
13
）と
記
さ
れ
て
い
る
。
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（
図
13
）　

添
書
二
の
題
箋
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（
三
）本
作
の
箱
書

　

こ
こ
で
は
、
本
作
の
箱
書
に
着
目
し
た
い
。

　

ま
ず
、
箱
蓋
表
は
小
野
湖
山
に
よ
っ
て「
明
祝
世
禄
東
林
月
上
詩
大
字
幅　

湖

山
八
十
二
叟
小
野
愿
題
籖
」（
図
９
右
）と
題
さ
れ
て
い
る
。
八
十
二
歳
時
と
記
し

て
お
り
、
寄
跋
時
の
年
齢
と
一
致
す
る
。

　

次
に
、箱
蓋
裏
に
は
巌
谷
一
六
と
江
馬
天
江
の
箱
書（
図
14
）が
あ
る
。
一
六
は
、

「
明
治
二
十
九
年
丙
申
新
秋
、
観
于
西
京
柳
池
寓
楼
。
一
六
巌
谷
修
。［
明
治
二

十
九
年（
一
八
九
六
）丙
申
新
秋（
七
月
）、
西
京
柳
池
寓
楼
に
お
い
て
観
る
。
一

六
巌
谷
修
。］」と
記
し
て
お
り
、
一
六
も
寄
跋
時
に
書
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、
天
江
は
、「
余
嘗
枝マ

マ（
28
）
先
生
所
書
朱
子
範
寿
序
長
巻
秘
珍
已
久
矣
。

与
此
幅
幷
展
対
照
以
楽
焉
、
不
覚
移
晷
也
。
天
江
欽
又
誌
。［
私
は
か
つ
て

枝
先
生
が
書
い
た
朱
子
範
寿
序
の
長
巻
を
秘
蔵
し
て
久
し
い
。
こ
の
書
幅

と
並
べ
て
広
げ
対
比
し
て
楽
し
ん
で
い
る
う
ち
に
、
日
が
経
つ
の
も
忘
れ

て
し
ま
っ
た
。
天
江
ま
た
誌
す
。］」と
記
し
て
い
る
。

　

興
味
深
い
の
は
、
天
江
が
か
つ
て
所
蔵
し
て
い
た
「
枝
先
生
」
の
書
い
た

朱
子
範
寿
序
長
巻
と
並
べ
て
展
観
し
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
枝
先
生
と
は

誰
を
指
し
、「
朱
子
範
寿
序
」
と
は
ど
の
よ
う
な
書
で
あ
ろ
う
か
。
結
果
と

し
て
、
本
稿
で
は
詳
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
現
時
点
で

の
調
査
結
果
を
左
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
、『
遺
馨
録
』上
巻
に
江
馬
天
江
所
蔵
と
し
て「
祝
世
禄
書
朱
子
範
寿
序
一

軸
」と
記
載
が
あ
る
（
29
）。
祝
世
禄
の
書
い
た
朱
子
範
寿
序
を
天
江
が
所
蔵
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
箱
書
に
お
け
る「
枝
」字
は「
祝
」と
読
む
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
、『
遺
馨
録
』で
の「
軸
」と
い
う
形
式
は
、箱
書
に
見
ら
れ
た「
長

巻
」つ
ま
り
長
い
巻
子
と
い
う
作
品
形
態
に
つ
い
て
も
合
致
せ
ず
、
同
一
作
品
で

あ
る
の
か
疑
問
が
残
る
。

　

次
に
、
東
京
文
化
財
研
究
所
の「
売
立
目
録
作
品
情
報
」デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
祝

世
禄
の
書
と
し
て
記
載
の
あ
る「
寿
朱
子
範
序
墨
跡
／
桂
谷
題
」に
つ
い
て
記
し

て
お
き
た
い
。
こ
の
売
立
は
小
室
翠
雲
（
一
八
七
四
〜
一
九
四
五
）の
所
蔵
品
入

札
で
、
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）、
東
京
美
術
倶
楽
部
に
お
い
て
行
わ
れ
た
よ

う
で
あ
る
。『
小
室
翠
雲
氏
所
蔵
品
入
札
目
録
』（
東
文
研
番
号
：
美
研-

1003
）に

図
が
載
る
祝
世
禄
の
墨
跡
は
現
在
、
小
平
市
中
央
図
書
館
に
平
櫛
田
中
文

庫
と
し
て
、
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
閲
覧
の
機
会
を
い
た
だ

い
た
（
30
）。

　

そ
の
書
は
本
紙
縦
三
〇
・
二
×
横
三
九
・
九
㎝
の
折
本
で
九
葉
に
わ
た
る
。「
寿

朱
子
範
七
十
序
」と
い
う
題
か
ら
は
じ
ま
り（
図
15
）、
巻
末
に
は
祝
世
禄
の
款
記

（
図
15-

１
）が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
万
暦
二
十
七
年（
一
五
九
九
）の
八
月
に

書
い
た
も
の
で
、
祝
世
禄
が
六
十
一
歳
頃
の
書
と
わ
か
る
。
内
容
は
朱
子
範
と
い

う
人
物
の
孝
行
に
つ
い
て
書
か
れ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る（
31
）。

　

帙
の
題
箋（
金
箋
墨
書
）に
は「
明
祝
世
禄
寿
朱
子
範
序
墨
跡　

幼
節
署
検
」と

あ
り
、
上
海
出
身
の
篆
刻
家
で
あ
る
蒋
節
（
一
八
四
四
〜
一
八
八
〇
）に
よ
る
も

の
と
わ
か
る
。
外
箱
の
蓋
表
に
は
明
治
・
大
正
期
の
日
本
画
家
の
下
条
桂
谷（
一

八
四
二
〜
一
九
二
〇
）が「
明
祝
世
禄
寿
朱
子
範
序
」（
図
15-

２
）と
書
く
。
左
下

の
貼
紙
に
書
か
れ
た「
一
四
三
」の
番
号
は
目
録
の
作
品
番
号
と
一
致
す
る
。
ま

た
蓋
裏
に「
祝
世
禄
、
字
無
功
、
号
石
林
、
豫
章
人
。
万
暦
癸
丑
進
士
。
詩
文
光

被
一
世
。
而
此
書
自
古
篆
隷
中
来
、鳳
翥
龍
蝠
、奔
逸
超
純
、予
所
観
以
此
為
最
。

乙
卯
夏
、
桂
谷
誌
。」と
記
さ
れ
、
大
正
四
年（
一
九
一
五
）夏
の
箱
書
と
わ
か
る
。

桂
谷
は
こ
こ
で
、
祝
世
禄
の
書
に
つ
い
て
、
古
代
の
篆
書
や
隷
書
か
ら
生
ま
れ
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（
図
14
）　

本
作
の
箱
蓋
裏



た
も
の
で
あ
り
、
鳳
凰
が
自
在
に
飛

び
、
龍
が
と
ぐ
ろ
を
巻
い
て
絡
み
合

う
よ
う
に
筆
勢
に
活
気
が
あ
り
、
思

い
通
り
に
変
化
し
て
い
る
と
述
べ

る
。
鑑
識
眼
に
も
優
れ
、
東
京
帝
室

博
物
館
（
現
在
の
東
京
国
立
博
物
館

本
館
）
の
評
議
員
も
務
め
た
桂
谷
で

あ
る
が
、
こ
の
作
品
は
桂
谷
が
見
て
き
た
中
で
最
も
優
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し

て
高
い
評
価
を
与
え
て
い
る
。

　

以
上
が「
朱
子
範
寿
序
」に
関
す
る
現
段
階
で
の
調
査
結
果
で
あ
る
。
祝
世
禄

の
書
と
し
て
伝
わ
る「
朱
子
範
寿
序
」の
書
は
、
文
献
上
で
の
記
載
を
含
め
複
数

の
存
在
が
確
認
で
き
た
。
ま
た
、
天
江
が
祝
世
禄
の「
朱
子
範
寿
序
」を
所
蔵
し

て
い
た
こ
と
も
窺
え
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、本
作
の
箱
書
に
お
け
る「
枝
」

字
は
、「
祝
」
字
と
釈
す
べ
き
か
も
し
れ
ず
、
こ
こ
に
そ
の
可
能
性
を
記
し
て
お

き
た
い
。

三　

明
治
期
の
京
都
に
お
け
る
祝
世
禄
の
書

　

本
章
で
は
、
明
治
期
の
京
都
に
お
い
て
、
祝
世
禄
の
書
が
ど
の
よ
う
に
受
容

さ
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
。

　

ま
ず
、本
作
は
、題
跋
が
寄
せ
ら
れ
る
以
前
に
、諸
人
の
目
に
触
れ
て
い
る
。

と
言
う
の
も
、
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
五
月
十
八
日
に
莱
山
堂
主
人
・
杉

田
竹
香
供
養
の
た
め
、
息
子
尚
綗
に
よ
っ

て
京
都
東
山
で
開
催
さ
れ
た
煎
茶
会
に

お
い
て
本
作
が
展
観
さ
れ
た
こ
と
が
、
翌

年
に
発
行
さ
れ
た
『
雲
烟
供
養
図
録
』（
32
）

に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
。
本
図
録
に
は
江

馬
天
江
や
谷
如
意
、
山
中
信
天
翁
、
小
林

卓
斎
、
頼
支
峰（
一
八
二
三
〜
一
八
八
九
）

の
跋
文
、
富
岡
鉄
斎
（
一
八
三
六
〜
一
九

二
四
）
の
題
字
な
ど
が
あ
り
、
雅
会
に
は

多
く
の
文
人
が
集
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
『
雲
烟
供
養
図
録
』
上
巻
に
よ
る
と
、

本
作
は
第
二
席
本
席
の
掛
幅
と
し
て
陳

列
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
亭
主
は
「
鳩

居
堂
」
及
び「
在
楳
堂
」の
名
が
あ
る（
図

16-

１
）。
挿
図
か
ら
は
、
床
の
間
に
掛

け
ら
れ
、
煎
茶
道
具
と
と
も
に
嗜
ま
れ

た
様
子
が
想
像
さ
れ
る（
図
16-

２
）。
ま

た
、
谷
如
意
が
龍
や
蛇
が
躍
動
す
る
よ

う
で
あ
る
と
記
し
、
筆
勢
に
注
目
し
た

評
語
を
寄
せ
て
い
る
（
図
16-

３
）。
本

作
は
、
明
治
期
の
煎
茶
会
に
お
い
て
も
、

ふくやま美術館・ふくやま書道美術館		研究紀要　第 12号

（10）54

（図15）　明祝世禄寿朱子範序墨跡
　　　　	（小平市中央図書館平櫛田中文庫蔵）巻頭

（図15-１）　巻末
（図15-２）　箱蓋表における
　　　　　		下条桂谷の題

（図16-３）　	『雲烟供養図録』上巻
六葉裏・七葉表

（図16-２）　	『雲烟供養図録』上巻
十葉裏・十一葉表

（図16-１）　	『雲烟供養図録』上巻
十葉裏・十一葉表



明治・大正期の京都における祝世禄の書の鑑賞について　―栗原コレクション《草書七言絶句軸》の付属品を手がかりに―

多
く
の
文
人
ら
に
親
し
ま
れ
て
い
た
書
と
言
え
よ
う
。

　

次
に
、
前
章
で
見
た
如
意
跋
の
記
述
の
一
節
を
見
て
い
き
た
い
。
先
述

の
通
り
、
如
意
は
、
京
都
に
あ
る
祝
世
禄
の
書
と
し
て
三
幅
挙
げ
、
そ
の

う
ち
二
幅
は
下
村
氏
と
山
田
氏
の
所
蔵
と
述
べ
て
い
た
が
、
山
田
永
年
の

『
過
眼
余
唱
』
に
お
い
て
も
、
下
村
氏
が
祝
世
禄
の
書
幅
を
所
蔵
し
て
い
る

と
記
さ
れ
て
お
り
、
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
の
時
点
で
は
す
で
に
下
村

氏
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
明
治
期
に
お
い
て
も
祝
世
禄
の
書
と
し
て
三
本
指
に
数

え
ら
れ
た
貴
重
な
一
幅
は
、
現
在
、
野
村
美
術
館
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
《
七

言
詩
》（
図
17
）（
33
）
の
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
。
本
幅
は
明
治
四
十
三
年
十
一

月
二
十
五
日
に
京
都
美
術
倶
楽
部
に
お
い
て
行
わ
れ
た
書
画
骨
董
競
売
に

売
り
に
出
さ
れ
、『
下
村
正
太
郎
氏
御
所
蔵
品
目
録
：
第
一
回
』
に
「
祝
世
禄

書
真
跡
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
34
）。
当
時
の
下
村
氏
の
状
況
に
つ
い

て
は
、
相
談
相
手
で
あ
っ
た
市
島
謙
吉
（
春
城
）
氏
の
日
記
な
ど
か
ら
窺
え

る
と
言
い
、
下
村
正
太
郎
（
十
二
代
）
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
（
35
）。

祝
世
禄
の
書
幅
も
、
家
業
再
建
に
あ
た
る
中
で
、
や
む
な
く
売
り
に
出
し

た
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
競
売
に
お
い
て
書
幅
は
、
京
都
市
野
村
徳
七
（
一
八
七
八
〜
一
九
四
五
）
氏

に
一
万
七
千
円
で
落
札
さ
れ
て
い
る
（
36
）。
野
村
氏
は
当
時
評
判
の
高
か
っ
た
祝
世

禄
の
書
を
何
と
か
し
て
入
手
し
よ
う
と
、
理
事
の
柴
山
氏
を
連
れ
て
京
都
に
赴
い

た
そ
う
で
あ
る
。
柴
山
氏
か
ら
聞
い
た
当
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
綴
ら
れ
て
お
り
（
37
）、

興
味
深
い
た
め
少
々
長
く
な
る
が
引
い
て
お
く
。

　
　

 （
前
略
）
見
る
と
そ
の
頃
評
判
の
高
か
つ
た
祝
世
禄
で
あ
る
。
こ
れ
は
下
村

正
太
郎
氏
の
入
札
展
観
で
、
道
具
屋
の
今
貞
も
や
つ
て
来
て
ゐ
る
。
野
村

氏
は
『
こ
れ
を
何
と
か
し
て
手
に
入
れ
た
い
の
だ
が
、
柴
山
君
君
一
つ
値

を
つ
け
て
呉
れ
な
い
か
』
と
い
ふ
。
そ
れ
に
は
柴
山
氏
も
困
つ
た
が
、
何

と
か
返
答
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
別
に
深
く
も
考
へ
ず
『
一
字
五

百
円
で
ど
う
で
せ
う
』
と
答
へ
た
。
本
文
の
七
言
絶
句
が
二
十
八
字
、
祝

世
禄
の
三
字
を
加
へ
て
三
十
一
文
字
、
そ
れ
に
何
や
か
や
を
加
へ
る
と
、

総
計
三
十
七
八
字
に
な
る
。
一
字
五
百
円
と
し
て
先
づ
二
万
円
足
ら
ず
の

代
物
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
結
局
そ
れ
で
手
に
這
入
つ
た
。
何
し
ろ
日
本
に

三
本
渡
つ
て
来
て
、
一
本
は
帝
室
博
物
館
に
あ
り
、
他
の
一
本
は
行
衞
不

明
で
、
残
る
一
本
が
こ
れ
だ
と
い
ふ
の
だ
か
ら
、
落
札
日
の
野
村
氏
の
喜

び
方
と
い
ふ
も
の
は
、
そ
れ
こ
そ
大
変
で
あ
つ
た
。
―
以
上
は
柴
山
氏
の

直
話
を
そ
の
ま
ま
筆
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　

 （
中
略
）
こ
の
幅
が
当
時
非
常
な
評
判
で
あ
つ
た
と
い
ふ
の
は
、
そ
こ
に
い

ろ
い
ろ
の
事
情
も
あ
つ
た
で
あ
ら
う
が
、
祝
世
禄
と
い
ふ
字
面
及
字
音
が
、

縁
起
を
か
つ
ぐ
人
た
ち
の
間
に
、
大
い
に
持
て
囃
さ
れ
た
か
ら
で
も
あ
ら

う
。（
以
下
略
）」

一
万
七
千
円
と
は
当
時
と
し
て
は
相
当
の
高
値
で
あ
っ
た
そ
う
で
、
野
村
氏

が
高
い
も
の
を
買
う
と
い
う
度
胸
を
知
る
機
会
と
な
り
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
形

成
の
皮
切
り
と
な
っ
た
と
言
う
（
38
）。

　

下
村
正
太
郎
氏
か
ら
野
村
徳
七
氏
へ
と
受
け
継
が
れ
た
後
は
、
大
正
元
年
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（
図
17
）　

祝
世
禄
筆　

七
言
詩（
野
村
美
術
館
蔵
）



（
一
九
一
二
）に
出
版
さ
れ
た『
群
芳
清
玩
』
第
一
冊
に「
七
絶
草
書
」と
し
て

掲
載
さ
れ
る
ほ
か
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）に
は『
書
苑
』
四
巻
第
五
号
に

滑
川
澹
如
（
一
八
六
七
〜
一
九
三
六
）
の
解
説
と
と
も
に
縮
写
の
図
版
が
載

る
。
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
に
は
大
阪
市
立
美
術
館
の
開
館
を
記
念
し

て
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
に
お
い
て
展
示
さ
れ
た
こ
と
が
『
開
館
記
念
明
宝
展

観
図
録
』
か
ら
窺
え
る
（
39
）。
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
以
降
は
、
野
村

徳
七
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
も
と
に
開
館
し
た
野
村
美
術
館
に
《
七
言
詩
》

と
し
て
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
山
田
氏
の
所
蔵
す
る
書
幅
と
は
、
山
田
永
年
が
愛
蔵
し
た
草
書
五
絶

の
一
幅
で
あ
ろ
う
。『
過
眼
余
唱
』の
記
述（
40
）
に
よ
る
と
紙
本
墨
書
で
あ
り
、
縦

四
尺
七
寸
二
分
（
約
一
四
三
㎝
）、
横
一
尺
五
分
（
約
三
一
・
八
㎝
）と
い
う
が
、

現
在
の
と
こ
ろ
、
行
方
は
不
明
で
あ
る
。
永
年
は
京
都
に
お
け
る
祝
世
禄
の
書

幅
と
し
て
、
曼
殊
院
所
蔵
の
書
幅
（
現
在
宮
内
庁
所
蔵
）と
下
村
氏
の
書
幅
（
現

在
野
村
美
術
館
所
蔵
）、
そ
し
て
山
田
氏
所
蔵
の
書
幅
を
あ
げ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
谷
如
意
の
跋
の
内
容
と
あ
わ
せ
て
見
る
と
、
明
治
期
に
お
い

て
祝
世
禄
の
書
と
し
て
京
都
で
知
ら
れ
て
い
た
の
は
、
こ
の
三
幅
と
、
現

在
当
館
が
所
蔵
す
る
《
草
書
七
言
絶
句
軸
》
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
永

年
が
本
作
の
存
在
を
知
り
得
な
か
っ
た
点
に
つ
い
て
は
疑
問
が
残
る
が
、

本
作
は
題
跋
が
備
わ
る
以
前
か
ら
、
京
都
の
煎
茶
会
な
ど
に
お
い
て
文
人

ら
に
親
し
ま
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
栗
原
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
祝
世
禄
《
草
書
七
言
絶
句
軸
》の
付
属
品

を
手
が
か
り
と
し
て
、
明
治
・
大
正
期
に
お
い
て
、
祝
世
禄
の
書
が
い
か
に
鑑

賞
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

　

結
果
と
し
て
、
題
跋
文
に
は
、
祝
世
禄
の
詩
と
書
の
双
方
を
高
く
評
価

す
る
語
が
散
見
さ
れ
、
特
に
書
に
つ
い
て
は
、
書
法
の
技
術
の
み
を
観
る

の
で
は
な
く
、
そ
の
根
底
に
儒
学
者
と
し
て
の
深
い
学
を
見
出
す
書
観
が

窺
え
た
。
中
で
も
長
尾
雨
山
は
、
学
人
の
書
に
は
書
巻
の
気
が
反
映
さ
れ
、

書
家
の
書
よ
り
優
れ
る
と
い
う
独
自
の
見
解
に
よ
っ
て
、
祝
世
禄
の
書
を

高
く
評
価
し
て
い
た
。
ま
た
、
祝
世
禄
の
書
の
来
源
と
し
て
、
内
藤
湖
南

は
唐
代
の
張
旭
を
、
長
尾
雨
山
は
宋
代
の
蘇
軾
と
結
び
つ
け
、
両
者
は
異

な
る
視
点
で
本
作
を
鑑
賞
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
題
跋
の
翻
刻
を
通
し
て
、
本
作
が
明
治
・
大
正
期
に

お
い
て
、
文
人
ら
の
間
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
書

幅
本
体
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
祝
世
禄
に
対
す
る
文
人
ら
の
書
観
を
窺
い

知
る
こ
と
が
で
き
る
付
属
品
の
重
要
性
は
極
め
て
高
い
。

　

本
作
は
明
治
期
の
煎
茶
会
に
お
い
て
も
親
し
ま
れ
、
文
人
ら
の
目
に
触
れ

鑑
賞
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
収
蔵
家
で
あ
っ
た
鳩
居
堂
の
熊
谷
氏
と
、
文
人

ら
の
交
流
の
な
か
で
題
跋
と
い
う
新
た
な
価
値
が
付
与
さ
れ
、
今
に
伝
え
ら

れ
て
き
た
貴
重
な
作
品
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
今
後
は
本
稿
で
解
明
に
至
ら

な
か
っ
た
点
や
祝
世
禄
作
品
の
調
査
、
大
字
と
小
字
の
書
風
比
較
な
ど
を
通

し
、
祝
世
禄
の
書
に
つ
い
て
よ
り
多
角
的
に
調
べ
を
進
め
た
い
。

［
謝
辞
］

　

本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、次
の
方
々
か
ら
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
記
し
、
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。（
順
不
同
）

岡
朝
子
氏（
小
平
市
中
央
図
書
館
）

柴
田
朋
彦
氏（
小
平
市
中
央
図
書
館
）

三
井
田
紫
氏（
小
平
市
中
央
図
書
館
）

沈
伯
陽
氏（
中
華
民
国
篆
刻
協
会 

理
事
）

奥
村
厚
子
氏（
野
村
美
術
館
）

剣
持
翔
伍
氏（
兵
庫
県
立
美
術
館
）
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明治・大正期の京都における祝世禄の書の鑑賞について　―栗原コレクション《草書七言絶句軸》の付属品を手がかりに―

［
図
版
出
典
］

（
図
１
）〜（
図
14
）秋
山
嘉
邦
氏
撮
影

（
図
15
）〜（
図
15-

２
）小
平
市
中
央
図
書
館
に
て
筆
者
撮
影

（
図
16-

１
）〜（
図
16-

３
）国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り

（
図
17
）野
村
美
術
館
よ
り
提
供
さ
れ
る

註	（
1
）	

平
成
十
五
年
か
ら
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）ま
で
に
栗
原
蘆
水
氏
か
ら
受
贈
し
た
作
品

は
一
三
五
七
点
で
あ
る
。氏
の
没
後
平
成
二
十
三
年（
二
〇
一
一
）に
は
、妻
の
美
榮
氏
よ
り
、

蘆
水
氏
の
作
品
を
含
む
八
四
二
点
の
寄
贈
を
受
け
た
。

（
2
）	

『
ふ
く
や
ま
書
道
美
術
館
開
館
記
念　

中
国
の
書
画
と
文
房
―
明
清
・
書
の
世
界
―
栗
原
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
』（
ふ
く
や
ま
書
道
美
術
館
編
集
・
発
行
、
二
〇
〇
三
）を
参
照
。

（
3
）	

青
山
杉
雨
編
著『
明
清
書
道
図
説
』（
二
玄
社
、
一
九
八
六
）八
十
二
頁
参
照
。

（
4
）	

宮
内
庁
侍
従
職
編『
御
物
聚
成
』書
跡
Ⅱ
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
八
）に
図
版
掲
載（
図
版

番
号
九
十
九
・
一
〇
〇
）さ
れ
て
お
り
、
別
冊
に
中
田
勇
次
郎
氏
の
解
説
が
あ
る
。

（
5
）	

舩
阪
富
美
子
「
得
庵
と
煎
茶
」
野
村
美
術
館
学
芸
部
編
『
野
村
得
庵
の
文
化
遺
産
』（
思
文
閣

出
版
、
二
〇
一
三
）三
三
四
頁
参
照
。

（
6
）	

『
兵
庫
県
立
美
術
館　

年
報
』（
兵
庫
県
立
美
術
館
、二
〇
二
四
）、蘇
士
澍
主
編『
書
法
叢
刊
』

総
第
二
〇
二
期（
文
物
出
版
社
、
二
〇
二
四
）五
十
二
頁
参
照
。

（
7
）	

青
山
杉
雨
ほ
か
編『
中
国
書
法
名
蹟
』（
毎
日
新
聞
社
、
一
九
七
九
）の
図
版
番
号
五
十
一
を

参
照
。
別
冊
二
十
八
頁
に
村
上
三
島
氏
の
解
説
が
載
る
。

（
8
）	

中
国
歴
史
博
物
館
編
『
中
国
歴
史
博
物
館
蔵
法
書
大
観
』
第
十
三
巻　

明
代
法
書
（
柳
原
書

店
、
一
九
九
六
）
を
参
照
。
韓
富
林
氏
・
朱
敏
氏
・
張
燕
燕
氏
・
易
蘇
昊
氏
に
よ
る
解
題
及

び
釈
文
が
あ
り
、
祝
世
禄
の
書
に
つ
い
て
は
、
二
四
七
頁
に
解
説
（
富
田
淳
氏
訳
）
が
あ
る
。

（
9
）	

鈴
木
洋
保
・
弓
野
隆
之
・
菅
野
智
明
編『
中
国
書
人
名
鑑
』（
二
玄
社
、二
〇
〇
七
）一
四
七
頁
。

（
10
）	

西
嶋
慎
一「
山
田
永
年
の
書
学
―
明
治
初
期
、
京
都
に
お
け
る
書
学
鑑
識
の
一
側
面
―
」『
大

東
書
道
研
究
』（
大
東
文
化
大
学
書
道
研
究
所
、
二
〇
〇
八
）
七
十
〜
九
十
二
頁
参
照
。
山

田
永
年
は
、
名
を
鈍
、
字
は
子
静
、
永
年
居
士
と
号
し
た
。
京
都
の
商
家
で
あ
る
が
、
古

書
の
癖
が
あ
り
、
蒐
集
に
お
い
て
神
田
香
巌
と
並
び
称
せ
ら
れ
た
。

（
11
）	

書
き
下
し
は
前
掲
註（
２
）掲
載
の
福
本
雅
一
氏
・
田
上
恵
一
氏
に
よ
る
も
の
を
参
照
し
た
。

（
12
）	

印
影
に
つ
い
て
は
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
の
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
お
い
て
、
鳥

羽
希
聡
編
『
捃
印
補
遺
』（
一
八
三
四
）
が
公
開
さ
れ
て
お
り
、
本
作
に
押
さ
れ
た
印
文
と

同
じ
「
無
功
父
」（
白
文
方
印
）、「
天
垣
諫
議
」（
白
文
方
印
）
の
二
顆
が
見
え
る
。https://
w

w
w

.w
ul.w

aseda.ac.jp/kotenseki/htm
l/bunko31/bunko31_e0716/index.

htm
l

（
二
〇
二
五
年
三
月
十
日
最
終
閲
覧
）ま
た
、
上
海
博
物
館
編『
中
国
書
画
家
印
鑑
款

識
』
下
（
文
物
出
版
社
、
一
九
八
七
）
七
九
七
頁
に
も
、「
無
功
父
」と
し
て
類
似
す
る
印
影

が
見
え
る
。
な
お
、
前
掲
註（
４
）の
中
田
氏
の
解
説
で
は「
無
功
氏
」と
さ
れ
る
。

（
13
）	

谷
如
意
は
近
江
の
医
家
に
生
ま
れ
た
。
名
は
鉄
臣
、
字
は
百
錬
、
大
湖
と
号
し
、
晩
年
に

は
如
意
山
人
と
号
し
た
。
若
年
に
し
て
江
戸
に
上
っ
て
経
学
を
修
め
た
後
、
長
崎
で
オ
ラ

ン
ダ
医
学
を
身
に
つ
け
た
。
岡
本
黄
石
に
従
い
幕
末
の
国
事
に
奔
走
し
、
維
新
後
は
、
大

蔵
大
丞
、
左
院
議
官
な
ど
を
務
め
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）に
致
仕
し
た
が
、
十
八
年
に

は
宮
内
省
御
用
係
に
任
命
さ
れ
た
。
退
隠
後
は
、
京
に
移
り
文
墨
に
親
し
む
生
活
を
送
り
、

煎
茶
道
具
の
鑑
定
に
も
秀
で
た
。

（
14
）	

熊
谷
久
兵
衛
編『
円
山
勝
会
図
録
』（
熊
谷
鳩
居
堂
、
一
八
七
六
）は
巻
之
上
・
巻
之
下
・
余

巻
の
三
冊
を
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

https://dl.ndl.go.jp/pid/849763

（
二
〇
二
五
年
三
月
十
日
最
終
閲
覧
）

（
15
）	

小
野
湖
山
は
三
河
吉
田
藩
領
の
近
江
田
根
村
の
横
山
家
に
生
ま
れ
た
。
名
は
長
愿
、
字
は

懐
之
、
舒
公
な
ど
。
は
じ
め
は
家
業
で
あ
る
医
を
志
し
た
が
、
江
戸
に
出
て
尾
藤
水
竹
、

藤
森
弘
庵
に
師
事
す
る
と
同
時
に
、
玉
池
吟
社
に
入
り
梁
川
星
巌
に
詩
を
学
ん
だ
。
三
河

吉
田
藩
の
藩
儒
と
な
っ
た
が
、安
政
の
大
獄
で
幽
閉
さ
れ
た
。
維
新
後
は
、官
吏
と
な
る
が
、

ま
も
な
く
し
て
東
京
で
読
書
と
詠
詩
に
没
頭
し
た
。
京
都
に
遊
び
、
岡
本
黄
石
や
、
江
馬

天
江
、
谷
如
意
、
頼
支
峰
ら
と
交
流
し
た
。

（
16
）	

巌
谷
一
六
は
近
江
水
口
藩
の
藩
医
の
家
に
生
ま
れ
た
。
名
は
修
、
字
は
誠
卿
、
一
六
は
号
で
、

別
に
迂
堂
、
古
梅
、
金
栗
道
人
な
ど
と
号
し
た
。
は
じ
め
藩
医
を
勤
め
る
一
方
で
、
書
を
中
沢

雪
城
に
、
画
を
藤
本
鉄
石
に
学
ん
だ
。
江
馬
天
江
や
富
岡
鉄
斎
ら
と
幕
末
の
国
事
に
奔
走
し
、

維
新
後
は
出
仕
し
て
徴
士
を
は
じ
め
、
修
史
館
一
等
編
修
官
、
内
閣
書
記
官
な
ど
を
歴
任
し
、

勅
撰
で
貴
族
院
議
員
と
な
っ
た
。
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）に
来
日
し
た
楊
守
敬
と
交
流
し
、

六
朝
書
法
を
学
ん
だ
。

（
17
）	

小
林
卓
斎
は
京
都
山
科
家
の
家
臣
の
家
に
生
ま
れ
た
。
名
は
発
、字
は
公
秀
、通
称
熊
次
郎
、

卓
斎
と
号
し
、
別
号
に
卓
蔵
が
あ
る
。
貫
名
菘
翁
に
書
を
学
び
、
詩
文
書
画
の
ほ
か
篆
刻

も
能
く
し
た
。

（
18
）	

江
馬
天
江
は
近
江
国
に
生
ま
れ
、
本
姓
は
下
坂
。
名
は
聖
欽
、
字
は
永
弼
、
通
称
は
俊
吉
。

医
学
を
修
め
て
、
江
馬
榴
園
の
養
子
と
な
り
、
仁
和
寺
宮
侍
医
を
務
め
た
。
後
に
大
坂
に

出
て
、
緒
方
洪
庵
ら
に
師
事
し
、
維
新
期
に
は
兄
板
倉
槐
堂
や
山
中
信
天
翁
、
谷
如
意
ら

と
国
事
に
奔
走
し
た
。
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）に
は
新
政
府
の
太
政
官
と
し
て
出
仕
し
上

京
す
る
も
、
翌
年
に
致
仕
し
て
京
都
に
戻
り
、
私
塾
を
開
い
て
儒
学
を
講
じ
た
。
明
治
十

七
年
（
一
八
八
四
）に
は
小
堀
遠
州
が
作
庭
し
た
と
い
わ
れ
る
退
享
園
を
有
す
る
邸
宅
に
移

り
住
ん
だ
。

（
19
）	

頼
潔
は
頼
支
峰
の
第
一
子
で
あ
り
、
頼
山
陽
の
孫
に
あ
た
る
。
名
は
龍
三
、
字
は
庫
三
、

庫
山
と
号
し
た
。
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（
20
）	

内
藤
湖
南
は
秋
田
県
の
儒
者
の
家
に
生
ま
れ
た
。
名
は
虎
次
郎
、
字
は
炳
卿
、
湖
南
は
号

で
あ
る
。
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
に
上
京
後
、『
明
教
新
誌
』
の
編
集
者
と
な
り
、「
万

報
一
覧
」や「
日
本
人
」な
ど
の
新
聞
や
雑
誌
な
ど
の
編
集
を
手
掛
け
、
明
治
二
十
七
年（
一

八
九
四
）
に
は
大
阪
朝
日
新
聞
の
記
者
と
な
っ
た
。
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
か
ら
は
台

湾
に
渡
り
「
台
湾
日
報
」
の
主
筆
と
な
る
。
一
方
で
中
国
研
究
へ
の
造
詣
も
深
め
、
明
治
四

十
年
（
一
九
〇
七
）か
ら
は
京
都
帝
国
大
学
史
学
科
で
東
洋
史
を
担
当
し
た
。
書
に
つ
い
て

は
、
王
羲
之
か
ら
唐
の
大
家
、
日
中
の
古
写
経
や
空
海
、
貫
名
菘
翁
な
ど
の
帖
学
を
正
統

と
し
て
高
く
評
価
し
、
こ
れ
を
外
れ
る
書
法
に
は
厳
し
い
姿
勢
を
と
っ
た
。

（
21
）	

長
尾
雨
山
は
讃
岐
高
松
藩
士
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
名
は
甲
、字
は
子
生
、通
称
槙
太
郎
、

雨
山
の
ほ
か
に
石
隠
と
号
し
た
。
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
古
典
講
習
科
を
卒
業
し
、
学

習
院
や
、
東
京
美
術
学
校
、
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
な
ど
で
教
鞭
を
執
る
一
方
で
、
美

術
雑
誌
『
國
華
』の
編
集
も
手
が
け
た
。
東
京
美
術
学
校
設
立
時
に
は
岡
倉
天
心
と
と
も
に

尽
力
し
、
監
査
委
員
に
委
嘱
さ
れ
、
特
に
中
国
美
術
の
選
別
に
あ
た
っ
た
。
明
治
三
十
六

年
（
一
九
〇
三
）に
上
海
の
商
務
印
書
館
の
招
聘
に
応
じ
、
十
年
に
わ
た
り
各
種
の
書
籍
の

編
集
を
担
当
し
た
。
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）の
帰
国
後
は
、
京
都
に
居
を
定
め
、
詩
書
画

を
専
ら
と
し
た
。
生
涯
を
通
じ
て
鄭
孝
胥
や
呉
昌
碩
、
内
藤
湖
南
、
犬
養
木
堂
な
ど
、
当

時
の
日
中
を
代
表
す
る
文
人
ら
と
交
わ
っ
た
。

（
22
）	

添
書
二
の
題
箋
と
箱
書
の
ほ
か
に
、
巌
谷
一
六
や
谷
如
意
、
小
野
湖
山
、
小
林
卓
斎
、
江

馬
天
江
の
経
歴
を
書
い
た
一
枚
の
添
書
が
の
こ
る
。

（
23
）	

「
文
庫
創
設
者
を
語
る「
下
村
文
庫
」下
村
正
太
郎
に
つ
い
て
」『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』

巻
三
十（
早
稲
田
大
学
図
書
館
、
一
九
八
九
）二
〇
五
〜
二
〇
七
頁
参
照
。

（
24
）	

竹
谷
長
二
郎『
頼
山
陽
書
画
題
跋
評
釈
』（
明
治
書
院
、一
九
八
三
）九
十
六
〜
九
十
八
頁「
題

朱
軒
水
墨
山
水
幅
」
参
照
。
な
お
、
頼
山
陽
の
跋
文
で
は
「
雲
霧
濛
然
」
の
と
こ
ろ
を
湖
山

は「
雲
煙
濛
然
」と
し
て
い
る
が
、
一
字
以
外
は
一
致
す
る
。

（
25
）	

詳
し
く
は
『
天
則
』
第
八
編
第
十
一
号
（
哲
学
書
院
、
一
八
九
五
）
四
十
六
頁
参
照
。
湖
山

の
庭
園
に
対
し
、
三
条
実
美
（
一
八
三
七
〜
一
八
九
一
）
か
ら
賜
っ
た
「
高
臥
東
山
」
の
四

文
字
を
題
材
に
し
た
五
言
律
詩
が
載
る
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

https://dl.ndl.go.jp/pid/1571488/1/25

（
二
〇
二
五
年
三
月
十
日
最
終
閲
覧
）

（
26
）	

山
田
無
文
編『
峨
翁
老
師
遺
薫
』（
天
竜
寺
、
一
九
五
七
）一
〇
五
頁
参
照
。

（
27
）	

東
莞
、
亰
山
、
毘
陵
、
弇
州
は
い
ず
れ
も
中
国
の
地
名
。

（
28
）	

字
の
く
ず
し
か
ら「
枝
」字
と
読
め
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に「
祝
」字
の
可
能
性
も
あ
る
。

（
29
）	

山
本
復
一
編『
遺
馨
録
』（
一
八
八
〇
）上
巻
十
五
葉
表
参
照
。
な
お
、
十
五
葉
裏
に
は
、
読

書
室
蔵
と
し
て
、「
祝
世
禄
行
書
七
絶
一
軸
」も
見
え
る
。

（
30
）	

平
櫛
田
中
（
一
八
七
二
〜
一
九
七
九
）が
生
涯
を
か
け
て
収
集
し
た
書
籍
お
よ
そ
一
万
五
千

点
が
平
櫛
弘
子
氏
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
と
言
う
。
大
型
の
美
術
書
や
和
装
本
な
ど
幅
広
い
分

野
に
ま
た
が
り
集
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
田
中
が
祝
世
禄
の
墨
跡
を
ど
う
い
っ
た
経
緯

で
入
手
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

（
31
）	

寿
序
は
本
来
、
寿
を
祝
う
序
文
で
あ
り
、
朱
子
範
と
い
う
人
物
の
七
十
歳
を
祝
う
序
文
と

考
え
ら
れ
る
が
、
一
五
九
九
年
の
時
点
で
七
十
歳
を
迎
え
た
朱
子
範
に
つ
い
て
は
未
詳
。

（
32
）	

杉
田
三
郎
助
編『
雲
烟
供
養
図
録
』首
巻
・
上
巻
・
中
巻
・
下
巻（
一
八
八
〇
）の
う
ち
、
本

作
は
上
巻
の
十
一
葉
裏
に
掛
幅
と
し
て
載
る
。
な
お
、
如
意
の
題
は
六
葉
裏
〜
七
葉
表
に

見
え
、
十
一
葉
表
に
は
本
作
が
床
の
間
に
掛
け
ら
れ
た
様
子
を
描
い
た
挿
図
が
あ
る
。
国

立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ンhttps://dl.ndl.go.jp/pid/849440/1/1

（
二

〇
二
五
年
三
月
十
日
最
終
閲
覧
）

（
33
）	

前
掲
註（
５
）参
照
。

（
34
）	

東
京
文
化
財
研
究
所
の「
売
立
目
録
作
品
情
報
」デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で「
祝
世
禄
」と
検
索
す
る
と

二
十
一
件
該
当
し
、『
下
村
正
太
郎
氏
御
所
蔵
品
目
録
：
第
一
回
』（
東
文
研
番
号
：
美
研-

0125
）

の
目
録
は
そ
の
う
ち
の
一
つ
。

（
35
）	

大
丸
二
百
五
十
年
史
編
集
委
員
会
編『
大
丸
二
百
五
拾
年
史
』（
大
丸
、
一
九
六
七
）二
六
六

頁
参
照
。
明
治
四
十
三
年
十
一
月
二
十
日
の
欄
に
は
「
大
丸
下
村
家
に
て
、
蔵
書
を
早
稲

田
大
学
へ
寄
贈
せ
ん
と
申
出
た
る
に
付
、
検
別
の
為
、
今
朝
京
都
へ
着
す
。
午
後
よ
り
下

村
家
に
至
る
。
明
後
日
よ
り
書
画
骨
董
を
售
売
す
る
と
て
混
雑
中
也
。
自
ら
書
庫
に
入
り
、

検
索
数
時
間
、
四
十
箱
ほ
ど
運
び
出
す
。（
以
下
略
）」
と
記
載
が
あ
る
と
い
う
（
市
島
謙
吉

氏
の
日
記
は
未
見
）。

（
36
）	

東
京
美
術
倶
楽
部
百
年
史
編
纂
委
員
会
『
美
術
商
の
百
年
―
東
京
美
術
倶
楽
部
百
年
史
』

（
東
京
美
術
倶
楽
部
・
東
京
美
術
商
協
同
組
合
、
二
〇
〇
五
）六
六
六
頁
参
照
。

（
37
）	

野
村
得
庵
翁
伝
記
編
纂
会
編『
野
村
得
庵
』本
伝
下（
野
村
得
庵
翁
伝
記
編
纂
会
、一
九
五
二
）

一
〜
十
頁「
第
十
五
章　

野
村
銀
行
創
立
」の「
一　

祝
世
禄
」参
照
。

（
38
）	

野
村
得
庵
翁
伝
記
編
纂
会
編『
野
村
得
庵
』趣
味
篇（
野
村
得
庵
翁
伝
記
編
纂
会
、一
九
五
二
）

三
八
三
・
四
三
三
・
四
四
〇
頁
な
ど
を
参
照
。

（
39
）	

『
書
苑
』四
巻
第
五
号（
法
書
会
、
一
九
一
四
）参
照
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク

シ
ョ
ンhttps://dl.ndl.go.jp/pid/2732717/1/1

（
二
〇
二
五
年
三
月
十
日
最
終
閲
覧
）

『
群
芳
清
玩
』
第
一
冊
（
清
芸
出
版
合
資
会
社
編
集
・
発
行
、
一
九
二
一
）
頁
数
記
載
な
し
。

大
阪
市
立
美
術
館
編『
開
館
記
念
名
宝
展
観
図
録
』（
便
利
堂
、
一
九
三
六
）参
照
。『
書
苑
』

四
巻
第
五
号（
法
書
会
、
一
九
一
四
）参
照
。

（
40
）	

山
田
永
年
著
『
過
眼
余
唱
』（
一
八
八
一
）
第
一
集
二
十
九
葉
表
〜
三
十
葉
表
参
照
。
早
稲

田
大
学
図
書
館　

古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
スhttps://w

w
w

.w
ul.w

aseda.ac.jp/
kotenseki/htm

l/chi03/chi03_03680/index.htm
l

（
二
〇
二
五
年
三
月
十
日
最
終
閲

覧
）
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明治・大正期の京都における祝世禄の書の鑑賞について　―栗原コレクション《草書七言絶句軸》の付属品を手がかりに―

【
主
要
参
考
文
献
】

岡
本
黄
石
著
ほ
か『
明
治
漢
詩
文
集
』六
十
二（
筑
摩
書
房
、
一
九
八
三
）

小
川
後
楽
著『
煎
茶
器
の
基
礎
知
識
』（
光
村
推
古
書
院
、
一
九
八
六
）

成
田
山
書
道
美
術
館
監
修『
近
代
文
人
の
い
と
な
み
』（
淡
交
社
、
二
〇
〇
六
）

鈴
木
洋
保
・
弓
野
隆
之
・
菅
野
智
明
編『
中
国
書
人
名
鑑
』（
二
玄
社
、
二
〇
〇
七
）

成
田
山
書
道
美
術
館
編『
日
本
の
書　

維
新
〜
昭
和
初
期
』（
二
玄
社
、
二
〇
〇
九
）

曽
布
川
寛
監
修・関
西
中
国
書
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
研
究
会
編『
中
国
書
画
探
訪
』（
二
玄
社
、
二
〇
一
一
）

髙
橋
利
郎
著
『
近
代
日
本
に
お
け
る
書
へ
の
眼
差
し
―
日
本
書
道
史
形
成
の
軌
跡
』（
思
文
閣
出
版
、

二
〇
一
一
）

野
村
美
術
館
学
芸
部
編『
野
村
得
庵
の
文
化
遺
産
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
三
）

【
工
具
書
】

南
承
祚
・
黄
華
編『
中
国
歴
代
書
画
篆
刻
家
字
号
索
引
』（
人
民
美
術
出
版
社
、
二
〇
〇
一
）

西
林
昭
一
著『
中
国
書
道
文
化
辞
典
』（
柳
原
出
版
、
二
〇
〇
九
）
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